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１．令和８年度 岡山県関係直轄予算総括表（河川、道路、港湾分） 

（単位：百万円） 

区 分 
事 業 費 

対前年度比 備 考 
令和７年度 令和８年度 

河 川 関 係 ３，４７２ ３，５６９ １．０３ 

道 路 関 係 １６，３０２ １５，２１８ ０．９３ 

港 湾 関 係 １，３５２ １，３７５ １．０２ 

合 計 ２１，１２６ ２０，１６２ ０．９５ 

 （注）※事業費はいずれも年度当初予算額 

※業務取扱費を除く。

※河川関係について、河川維持修繕費、堰堤維持費は含まない。

※道路関係について、道路調査、維持管理・交安Ⅱ種は含まない。
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吉井川河川改修事業

～西大寺地区洪水防御築堤～

河-14

事業推進

築堤護岸及び耐震対策等を実施することで、戦後最大規模の洪水である平成１０年１０
月洪水と同規模の洪水に対する被害の防止を図ります。

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市東区金岡東地先

３．令和８年度予定事業内容

西大寺地区において、築堤護岸及び耐震対策を実

施します。

よしいがわ

おかやましひがしくかなおかひがし

西大寺地区の浸水想定区域内には岡山市街地が広がっていますが、堤防が未整備の箇所

が存在しており、ひとたび氾濫した場合には甚大な被害が発生するおそれがあります。

このため、「西大寺地区洪水防御築堤」として、築堤護岸及び耐震対策を実施することで、早

期に地域の安全性の向上を図ります。

事業費２５２百万円
※吉井川水系全体

さいだいじ

さいだいじ

さいだいじ

耐震対策

さいだいじ

おかやま

A

A’
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旭川河川改修事業

～内山下地区堤防整備～

河-15

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県岡山市北区内山下地先

３．令和８年度予定事業内容

内山下地区において、築堤護岸を実施します。

あさひがわ

事業推進

お か や ま し き た く う ち さ ん げ

内山下地区の浸水想定区域内には岡山城・後楽園を含む岡山市街地が広がっていますが、

堤防の高さが不足している箇所があり、ひとたび氾濫した場合には甚大な被害が発生するお

それがあります。

このため、「内山下地区堤防整備」として、築堤護岸を実施し、早期に地域の安全性の向上を

図ります。

事業費２６０百万円
※旭川水系全体

うちさんげ

築堤護岸を実施することで、平成３０年７月豪雨と同規模の洪水に対する被害の防止
を図ります。

また、かわまちづくりによって上下流で整備済みの河川管理用通路が一連で完成し、
岡山城・後楽園周辺の回遊性・親水性の向上を図ります。

うちさんげ

うちさんげ

後楽園

旭川

相生橋

岡山城

岡山県庁
築堤護岸

凡例

令和７年度まで

令和８年度当初

令和９年度以降

浸水想定範囲

うちさんげ

おかやまじょう こうらくえん おかやま
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旭川ダム再生事業
事業費５９０百万円

河-16

４．期待される整備効果

旭川の下流部は岡山平野が広がっており、岡山市街地付近には住宅地も集中しています。岡山平野

は、拡散型の氾濫形態であり、ひとたび氾濫すると岡山市街地を含む広範囲に甚大な被害を及ぼす恐

れがあります。旭川沿川における浸水被害の防止又は軽減を図るため、堤防整備等と並行して既設旭

川ダムを有効活用し、洪水調節機能を向上させます。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

あさひがわ

環境調査、環境影響評価、地質調査、用地調査、ダム本体実施設計 等を実施します。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

旭川ダム ：右岸 岡山県加賀郡吉備中央町

：左岸 岡山県岡山市

かがぐんきびちゅうおうちょう

おかやまし

既設旭川ダム

旭川水系河川整備計画【大臣管理区間】変更（令和７年７月）の目標規模（年超過確率1/40程度）の洪
水を想定した場合、旭川ダム再生事業により浸水世帯数および浸水面積の大幅な軽減を図ります。

建設段階へ移行
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事業推進

当該事業区間の完成により当該地区の弱部が解消され、一連の事業効果として背後地の約
6,000haと想定される浸水リスクの軽減を図ります。

４．期待される整備効果

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

岡山県倉敷市酒津地先

３．令和８年度予定事業内容

酒津地区において、堤防強化等を実施します。

く ら し き し さ か づ

高梁川河川改修事業

～倉敷市街地の安全･安心、文化を次世代に繋ぐ
高梁川酒津地区堤防強化･笠井堰改築～

たかはしがわ

事業費２，１３０百万円
※高梁川水系全体

たかはしがわ さかづ かさいぜき

くらしき

河-17

さかづ

高梁川水系では、明治２６年１０月以降、決壊による甚大な浸水被害が３度も発生しており、近年

では、平成３０年７月豪雨により、支川小田川において２箇所が決壊し、倉敷市真備町では甚大な

浸水被害が発生しています。

このため、「倉敷市街地の安全･安心、文化を次世代に繋ぐ 高梁川酒津地区堤防強化・笠井堰

改築」として、小田川合流点付替え事業に引き続き、被害ポテンシャルが高い酒津地区の約2km区

間を令和７年度に「緊急対策特定区間」に設定し、治水安全度向上に向け堤防強化及び堰改築等

を実施することで、早期に地域の安全性の向上を図ります。

さかづ

堤防強化（侵食対策）

埋蔵文化財調査

堤防強化（浸透対策）

凡例

令和７年度まで

令和８年度当初

令和９年度以降

浸水想定範囲

さかづ

たかはしがわくらしき

くらしきし まびちょう
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■企業立地の進展

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）および笠岡

バイパス周辺では、工場が多く分布

し、原材料調達や製品輸送等に一

般国道２号が利用されています。高

規格道路「倉敷福山道路」の一部を

担う、玉島・笠岡道路（Ⅱ期）および

笠岡バイパスの整備により交通利

便性が向上し、周辺地域では、さら

なる企業立地の促進が見込まれま

す。

かせん

一般国道２号 玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパス
事業費９，８６１百万円

道-１４

開通予定

たましま かさおか かさおか

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

玉島・笠岡道路（Ⅱ期）、笠岡バイパスは、慢性的に発生する

交通混雑の緩和、交通安全の確保、周辺地域の連携強化、地域

経済の発展等を目的とした延長１７．０ｋｍの自動車専用道路です。

１．事業の必要性及び概要

岡山県浅口市金光町佐方～笠岡市茂平

２．事業箇所
あさくち こんこう ちょう さがた かさおか もびら

改良工事、橋梁上部工事、舗装工事等を推進します。

そのうち、玉島・笠岡道路（Ⅱ期）は、令和８年度の開通に向けて工事を推進します。

３．令和８年度 予定事業内容

【写真①】里庄IC付近の施工状況

至 広島

至 広島

至 大阪

至 大阪
さとしょう

R8.2撮影

R8.2撮影

【写真②】神島地区の施工状況
こうのしま

４．期待される整備効果

たましま かさおか

たましま かさおか

かさおか

たましま かさおか

至 広島

たましま かさおか

かさおか

かさおか

くらしき ふくやま

R8.4.5
開通

令和8年4月5日
開通（2/4）
延長 2.8km
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大樋橋西詰古新田

妹尾西

米倉 青江

笹ヶ瀬橋

芳泉高校入口

かせん ど う ろ

４．期待される整備効果

一般国道１８０号 岡山環状南道路
事業費３８６百万円

道-１６

開通予定

■災害に強い幹線道路ネットワークの確保

○岡山環状南道路（延長2.9km）周辺は、笹ヶ瀬川

流域であることから岡山市の洪水浸水想定区域

に指定されています。

○岡山環状南道路は盛土構造であり、浸水等に

強い構造になっているため、周辺道路と一体とな

り幹線道路ネットワーク機能の確保が期待されます。

おかやまかんじょうみなみ

おかやまかんじょうみなみ

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

岡山環状南道路は、岡山市内の交通混雑の緩和、交通安全の

確保及び沿道環境の改善等を目的とした延長２．９ｋｍの道路です。

岡山県岡山市南区藤田～岡山市南区古新田
おかやま みなみ ふじた おかやま みなみ こ しん でん

主要渋滞箇所

令和８年度開通に向けて舗装工事、道路附属物設置工等を推進します。

おかやまかんじょうみなみ

【写真①】 藤田地区 施工状況

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

ふじた

せのおにし

こしんでん おおひばしにし

よねぐら あおえ

ささがせばし

ほうせん

おかやまかんじょうみなみ

至
大
阪

至
広
島

至 国道2号

至 国道30号R8.2撮影

ささ が せ がわ

出典：国土数値情報 浸水想定区域（想定最大規模）
岡山市洪水・土砂ハザードマップ（避難所）

2

2

市道藤田浦安南町線

岡
山
西
バ
イ
パ
ス

お
か
や
ま
に
し

岡
山
環
状
南
道
路

お
か
や
ま
か
ん
じ
ょ
う
み
な
み

ふじたうらやすみなみまち

180

至
広
島

至
大
阪

至 玉野市

岡山市が開設する
避難場所兼避難所

避難場所

避難施設

洪水浸水時の
代替路を形成

事業区間周辺は
0.5～3mの浸水が
想定

おかやま

0～0.5m未満
0.5～3m未満
3～5m未満
5～10m未満
10m以上

浸水深

嵩上げ構造イメージ図

▼洪水浸水深
（約1.2 m）

おかやま

令和８年度
開通予定
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事業区間 延⾧ 260ｍ

ち
づ

至

智
頭
町

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

【現況断面図】

【位置図】 【現況写真】

（単位：ｍ）

【平面図】

一般国道５３号 高円歩道整備
事業費２５百万円

道-１７

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

当該箇所は、奈義小学校の通学路に指定されているが歩道幅員狭隘区間となっているため、歩行者

のすれ違いも困難であり、車道へのはみ出しも懸念されている。

本事業は、歩道整備を行い、安全・安心な歩道空間の確保を図るものである。

調査設計及び用地買収に着手します。

岡山県勝田郡奈義町高円
かつたぐん なぎちょう

こうえん

こうえん

【計画断面図】

（単位：ｍ）

歩行者の通行状況

ちづちょう

至 智頭町

つやま

至 津山市

延⾧260ｍ

こうえん

高円歩道整備

つ
や
ま

至

津
山
市

なぎ

奈義小学校

断面位置

つ
や
ま

至

津
山
市

ち
づ
ち
ょ
う

至

智
頭
町

な ぎ

新規着手

写真

地理院地図（電子国土web）より引用

0.9
0.3

3.25 3.25
6.50.75 0.75

2.5

12.0
0.3

3.25 3.25
6.50.75 0.75

2.52.5
0.5

13.8
0.3
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岡山県久米郡美咲町打穴中

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

【位置図】 【現況写真】

【平面図】

新規着手

一般国道５３号 打穴中歩道整備
事業費６５百万円

道-１８

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

当該箇所は、中央中学校の通学路に指定されているが歩道未整備・幅員狭小区間となっているため、

当該区間の通学路は迂回している状況である。

本事業は、事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）の対象区間として、歩道整備を行い、安全・

安心な歩道空間の確保を図るものである。
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調査設計及び用地買収に着手します。
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地理院地図（電子国土web）より引用
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平面図 現況写真

《整備の必要性（イメージ写真）》

〇道路上に設置されている電柱は、災害時の倒壊により道路を閉
塞させるおそれがあるほか、歩行者等の通行や良好な都市景観の
形成の妨げとなっています。

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

事業箇所

事業推進

一般国道５３号 津山電線共同溝
事業費３６８百万円

道-１９

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

津山電線共同溝は、電線共同溝を整備し無電柱化することで、安全で快適な歩行空間の確保並びに

災害時における緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづくりの支

援を目的とした事業です。

調査設計、本体工事（引込連系管路工事等含む）等を推進します。

４．期待される整備効果

つやま

つやま

岡山県津山市橋本町～津山市川崎
つやま はしもとちょう つやま かわさき

＜電柱の倒壊による道路閉塞の事例＞ ＜歩行の支障となる電柱の事例＞

※国土地理院地図を加工

至）岡山市
おかやま

至）鳥取市
とっとり
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水島港
①国際物流ターミナル整備事業 事業費１，３７５百万円

②廃棄物海面処分場整備事業（岡山県） 事業費 ２５百万円

みずしま

事業推進

４．期待される整備効果

水島港は、背後に穀物取扱企業が多数立地し、食糧コンビナートを形成しており、近畿・中国・四

国地方の穀物輸入拠点として、重要な役割を果たしています。

畜産業に必要不可欠な配合飼料の原料等として用いられる穀物の企業間連携による大型穀物船

を活用した共同輸送の進展に対応するため、水島港水島地区及び玉島地区において、国際物流

ターミナルの整備を推進します。

玉島ハーバーアイランドにおいて浚渫土砂等を受け入れるための埋立護岸の整備を推進します。

１．事業の必要性及び概要

２．事業箇所

３．令和８年度 予定事業内容

岡山県倉敷市
くらしき

事業箇所

広島県

岡山県

鳥取県

島根県

山口県

高
梁
川

① 航路（水深12m）

① 岸壁（水深14m）（改良）

玉島地区
たましま

① ふ頭用地、荷役機械

① 航路・泊地（水深12m）

① 岸壁（水深12m）

① 航路・泊地（水深14m）

① 泊地（水深12m）

① 航路（水深14m）

① 泊地（水深14m）

水島地区
みずしま

※ 実線は直轄事業による整備、破線は岡山県による整備を示す。
※ 朱書きは令和8年度予算が配算された施設を示す。

水島地区岸壁(水深14m)(改良) 、航路（水深14m）、

航路・泊地（水深14m）及び泊地（水深14m）の整備を推進します。

埋立護岸の護岸工事を推進します。

凡 例

整備中

供用中

① 荷役機械

港-５

平成30年8月撮影

令和6年3月撮影

令和2年6月供用

本事業により、穀物輸入の拠点性が高まることで、民間企業が既に進めている生産拠点の再編・

集約化と大型船による効率的な穀物輸送との相乗効果を発揮し、産業競争力の強化に寄与します。

本事業により、浚渫土砂等の受入場所を確保することが可能となり、港湾施設の計画的な整備に

寄与します。

①

②

①

②

② 埋立護岸

①

②
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